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津
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蹟
志
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十
七

城

南

石

坂

盈

坂

此
の
町
は
、
野
町
の
裏
に
て
、
い
に
し
へ
泉
野
の
野
外
た
る
地
た
り

と
い
へ
り
。
そ
の
か
み
石
川
郡
五
ケ
庄
石
坂
村
の
村
地
に
て
‘
村
落

も
此
の
地
越
に
あ
り
と
ぞ
。
然
る
に
泉
野
の
地
道
々
町
地
と
成
る
に

よ
り
、
石
坂
村
の
地
も
遁
々
町
地
と
成
り
、
或
は
藩
士
の
下
邸
と
成

る
に
よ
り
、
町
名
を
建

τ、
石
坂
町
或
は
南
石
坂
町
・
北
石
坂
町
共
の

飴
敷
町
に
分
ち
た
り
。
故
に
惣
鋭
を
石
坂
廷
と
呼
ぴ
て
‘
小
家
多
か

り
け
り
。
俗
に
石
坂
千
軒
と
い
ふ
。
按
守
る
に
、
石
坂
の
名
は
、
い

に
し
へ
泉
野
荒
地
の
腕
野
な
り
し
頃
は
、
此
の
石
坂
の
地
野
外
の
僻

地
に
て
、
石
原
の
坂
路
な
る
に
よ
り
‘
石
坂
と
は
呼
べ
る
な
る
べ
し
。

越
中
園
蹴
波
郡
地
生
の
近
過
に
も
、
石
坂
新
村
と
い
ふ
あ
り
。
元
総

十
五
年
の
郷
村
名
義
抄
民
、
石
坂
と
申
す
慮
に
村
立
す
る
に
依
っ

て
‘
石
坂
新
村
と
申
す
由
僻
承
す
と
あ
り
て
、
彼
の
石
坂
も
石
原
の

。
石

金
稽
古
蹟
志
巻
十
七

g 

坂
路
な
る
よ
し
也
と
い
へ
り
。

O
石

坂

村

跡

石
坂
村
は
‘
郷
村
分
村
名
艇
に
‘
石
川
郡
五
筒
庄
糸
田
・
増
泉
・
中
村
・

石
坂
・
大
豆
田
五
村
と
あ
り
て
‘
此
の
五
タ
村
を
一
庄
と
せ
し
ゅ
ゑ

に
、
五
筒
庄
と
呼
ぺ
る
な
る
ぺ
し
。
中
に
も
此
の
石
坂
村
の
村
地
は
.

町
総
き
の
地
な
る
に
よ
り
‘
遁
々
町
地
と
成

p
.
残
り
村
高
と

τ草

高
七
拾
受
石
内
五
拾
五
石
七
斗
八
升
六
合
を
、
藩
の
用
地
と
し
て
引

揚
げ
に
成
り
た
り
。
是
は
前
悶
高
之
助
の
一
元
邸
地
等
た
り
と
い
ふ
。

叫
腐
り
高
拾
五
石
武
斗
党
升
四
合
、
此
の
分
は
地
子
町
及
び
相
封
卸
し

の
畑
地
等
に
て
、
龍
昌
寺
の
寺
地
等
も
此
の
地
内
怠
り
と
い
ふ
。
鹿

務
置
膝
以
後
租
税
取
調
の
際
.
右
地
償
金
千
武
百
六
拾
回
参
拾
八
銭

六
厘
の
地
と
定
り
、
石
坂
町
束
力
屋
五
右
街
門
・
八
日
市
屋
某
の
雨

入
之
を
所
有
し
、
税
金
を
上
納
せ
り
。
故
に
石
坂
村
の
村
民
は
、
此

の
雨
入
の
み
な
り
し
と
云
ふ
。
然
る
に
明
治
十
二
年
、
金
津
市
中
郡

地
の
分
を
、
悉
く
町
地
へ
屈
せ
ら
れ
し
に
付
き
‘
此
の
石
坂
な
る
束

力
屋
・
八
日
市
屋
所
有
地
の
分
も
、
悉
く
町
地
に
属
せ
ら
れ
、
是
よ
り

宥
坂
村
の
村
地
は
、
悉
く
皆
町
地
と
成
り
‘
村
民
も
絶
え
た
り
と
ぞ
。

共
の
村
落
の
遺
跡
は
、
今
い
ふ
新
地
の
越
に
て
.
往
古
此
の
漣
に
村




